









































On the case study of chileren  at “Kyoiku Ronso” 


































































1）	 瀬川頼太郎が編集の中心［25巻 2 号・1931年 2 月号から「巻頭言」を瀬川が執筆。26巻 4 号・1931年10月号と28巻 5 号・1932
年11月号が「集団主義教育特集」］となってからの『教育論叢』誌の変化について、次のような指摘がある。








	 ・「体験記録」欄　19巻 4 号・1928年 4 月号～21巻 6 号・1929年 6 月号
	 ・「今日の実際問題」欄　論稿と座談会　23巻 1 号・1930年 2 月号～24巻 2 号・1930年 8 月号
	 ・「実話」欄　27巻 3 号・1932年 3 月号～28巻 3 号・1932年 9 月号　※担任学級の子どもの記録
	 ・「教育書簡」28巻 3 号・1932年 9 月号～29巻 5 号・1933年 5 月号
	 ・「生活記録」欄　28巻 4 、 5 号・1932年10、11月号
	 ・「教育記録」欄　28巻 6 号・1932年12月号～29巻 3 号・1933年 3 月号
	 ・「書簡と記録」欄　29巻 4 号・1933年 4 月号～35巻 6 号・1936年 6 月号
	 ・「教育実践報告」欄　30巻 4号・1933年10月号～35巻 2号・1936年 2月号　※31巻 5号・1934年 5月号から「実践報告」欄となる。
	 　※「書簡と記録」「実践報告」の両欄が並立　30巻 4 号・1933年10月号～35巻 2 号・1936年 2 月号
	 ・「教育実話」欄　36巻 4 、 5 号・1936年10、11月号







































































4）	 24巻 2 号・1930年 8 月号で、「原稿募集」として、以下のように、読者へ記録の投稿を求めている。
	 「 1 ．教師の生活記録
	 （ 1 ）自分を中心にその身辺に起った諸種の出来事。（ 2）折に触れて起る周囲の人々に対する心持。（ 3）事に対し物に対して
時々に起る感想。その他日常生活の些事。平凡な生活の中に閃く個性。
	 1 ．児童の生活記録
	 （ 1 ）父母兄弟姉妹友人に対して時々に起る心持。（ 2）その他この児童の個性の表現と見らるべき事柄。」
5）	 瀬川頼太郎「指導の根本問題」『教育論叢』31巻 3 号・1934年 3 月号。
6）	 瀬川頼太郎「教育の方法原理」『教育論叢』33巻 3 号・1935年 3 月号。















































































8）	 本田正信「集団的学習の実施と反省―その具体的問題の叙述」『教育論叢』31巻 5 号・1934年 5 月号。


































































































































































11）	本田正信「形式的分団設置解消論―分団是非の実際的吟味」『教育論叢』32巻 1 号・1934年 7 月号。












































































『教育論叢』誌には、1932年 3 月号（27巻 3 号）から、
13）	本田正信「集団主義教育への新課題―今後この教育の進むべき道」『教育論叢』31巻 6 号・1934年 6 月号。
14）	本田正信「児童の席はどう移るか」『教育論叢』32巻 4 号・1934年10月号。














































































16）	福井正一「学級の布石」『教育論叢』38巻 3 号・1937年 9 月号における、瀬川の評。
17）	瀬川頼太郎「教育研究を実際家の側から見る」『教育論叢』40巻 1 号・1938年 7 月号。


























































































































































38巻 1 号・昭和12（1937）年 7月号
（ 1）本田　正信（東京）「事件は明るみへ」
（ 2）須川　喜代栄「偶然の中の必然」



















39巻 1 号・昭和13（1938）年 1月号	
（15）岡　專逸「金魚を売る子供」
（16）本田　正信「浪花節を唄う子供」
39巻 2 号・昭和13（1938）年 2月号
（17）森田　健蔵「学習の外」
（18）岡田　刀水士（群馬）「『なっとう売』なつ子」
39巻 3 号・昭和13（1938）年 3月号
（19）正木　文雄「子供の喧嘩をめぐりて」
（20）岡　專逸「忘れがたき二人の子供」
39巻 4 号・昭和13（1938）年 4月号
（21）横山　文彦「裁かぬ犯罪」
（22）黄楊　三平「遊びに現われる生活心理」
39巻 5 号・昭和13（1938）年 5月号
（23）岡田　刀水士「天下取りの名人」
（24）大石　周治「狐の襟巻をめぐりて」
39巻 6 号・昭和13（1938）年 6月号	
（25）岡田　刀水士「秋刀魚の頭」
（26）正木　文雄「野生の花ゆえに」
40巻 1 号・昭和13（1938）年 7月号
（27）岡田　刀水士「椿の実（一）」
（28）本田　正信「二人の病弱者」
40巻 2 号・昭和13（1938）年 8月号
（29）岡田　刀水士「椿の実（二）」
（30）古屋　武「異状児黒田の足跡（一）」

















41巻 2 号・昭和14（1939）年 2月号
（41）齋藤　敏之（大阪）「綴方に現われた子供」
（42）大石　周治「徒弟児童二人（二）」








41巻 5 号・昭和14（1939）年 5月号
（47）佐久良　艶子「童心」
（48）煙山　道子「学級の雰囲気」
41巻 6 号・昭和14（1939）年 6月号	
（49）煙山　道子「目覚めぬ魂」
（50）石井　利「半入児森田の生活景（一）」
42巻 1 号・昭和14（1939）年 7月号
（51）宮本　玲子「学級日誌からの抜き書」
（52）石井　利「半入児森田の生活景（二）」
42巻 2 号・昭和14（1939）年 8月号
（53）宮本　玲子「集団の中の子供」
（54）古屋　武「子供の子供観（一）」
















43巻 2 号・昭和15（1940）年 2月号
（65）高橋　均	「T子の修身ノート」
（66）宮本　玲子「反省の資料として」
43巻 3 号・昭和15（1940）年 3月号
（67）古屋　武「美しい生活感情」
（68）小田　稔「新入児をめぐって」
43巻 4 号・昭和15（1940）年 4月号
（69）清水　力「子供ごころ」
（70）但木　卓郎「H児をめぐって」
43巻 5 号・昭和15（1940）年 5月号
（71）金子　淳一「鈍重な天才」
（72）佐久良　艶子「食堂風景」
43巻 6 号・昭和15（1940）年 6月号
（73）本田　正信「問題の子供」
（74）煙山　道子「認められてから」
44巻 1 号・昭和15（1940）年 7月号
（75）柴田　正（大分）「陽一の生活感情」
（76）中井　達子（埼玉）「ヒサエの感情」
44巻 2 号・昭和15（1940）年 8月号
（77）宮本　玲子「幼年児の多面生活」














45巻 1 号・昭和16（1941）年 1月号
（86）古屋　武「一言の響」
（87）宮本　玲子「覆面」
45巻 2 号・昭和16（1941）年 2月号
（88）諏訪　道子「ユミの行状」
（89）大石　周治「伸びゆく姿」
45巻 3 号・昭和16（1941）年 3月号
（90）平田　良雄（大阪）「子供の喧嘩」
（91）宮本　玲子「陽光のうちに」
45巻 4 号・昭和16（1941）年 4月号
（92）大石　周治「新らしい出発」
45巻 5 号・昭和16（1941）年 5月号
（93）高田　義生（福岡）「性教育の問題」
（94）永井　多知子（群馬）「みや子のこと」
45巻 6 号・昭和16（1941）年 6月号
（95）松本　三夫（朝鮮　京畿道）「叱る言葉」
（96）瀧川　端夫「或る子供の姿」
46巻 1 号・昭和16（1941）年 7月号
（97）中村　又一（岐阜）「成田の場合」
（98）宮本　玲子「生活を持たぬ茂吉」
46巻 2 号・昭和16（1941）年 8月号
（99）古屋　武「問題の学級」
（100）宮本　玲子「親に育たぬ子」
46巻 3 号・昭和16（1941）年 9月号
（101）大石　周治「庇護に走る子」
【掲載記録の多い教師】
10点：古屋　武・宮本　玲子
9点：大石　周治
6点：岡田　刀水士・本田　正信
5点：石井　利
（平成25年 9 月30日受理）
雑誌『教育論叢』における子ども研究
